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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

· 9/22(土)のオンコールは中村SGM→谷藤SGMへ変更となります。

· 学術研究発表のスケジュール・群分けのファイルを各グループで再度確認し、発表者等の変更がある場合は、早急に心理・小嶋スタッフ宛てに連絡して下さい。

· 八戸赤十字病院より下記の講演会のお知らせが来ています。（２階掲示コーナーにも掲示）参加希望の方は、10/11（木）までに病院SSへ申し出てください。
（講演内容）
　日　時　平成19.10.20（土）13:00～14:30
　　場　所　八戸プラザホテル　

テーマ　『がんばらない』けど『あきらめない』～命を支えるということ～

　講師　諏訪中央病院　名誉院長　鎌田　實先生

＜注目患者様ケース検討＞

· 蛯名　勝幸様（41）躁うつ病　

（現状）　躁うつ症状は出現しておらず、精神状態は安定している。ＡＤＬは自立、金銭自己管理、服薬（1週間分）自己管理、外出泊等で気分転換している。

（本人希望）　自宅退院

（家族希望）　家庭復帰は慎重に考えて行きたい。

（治療方針）　外出泊訓練を繰り返し、退院を目標にしていく。

（看護方針・目標）

・規則正しい生活を身につける。

・外出泊時には、本人、家族、スタッフと共に目標設定し、評価、反省していく。

・気分の安定を図る。

・わずかな兆候を見逃さず、病状変化時は早期対応をする。

（看護問題）　不安定な病状悪化を繰り返す。（自らの状態を把握できる）

Ｏ－1躁の兆候

· 普段よりおしゃべりになる。（電話回数が多くなる。車の話題。）

· 考えが次々に飛ぶようにわいてくる。

· 注意力が散漫になり、ちょっとしたことで注意が逸らされてしまう。

· いてもたってもいられないような焦りを感じ、やたらと活動的になる。

· 服装が派手になる。（赤いジャンバーや柄が派手なシャツを着用することある。）

· 飲食が多くなる。

· 睡眠減少

· 対人関係でトラブルとなる。（刺青と称して、マジックで腕に書く。裸で歩き回る。）

Ｏ－2うつの兆候

· おっくうになる。

· 人と会うのが苦痛になる。

· 食欲が無くなる。

· 疲れやすい。

· やる気が起こらない。

· 頭の回転が鈍る。

· 日課、プログラムに支障が出る。

Ｔ－1規則正しい生活を身につける。

　　2外出泊訓練を続ける。（月1～2回）

　　3外出泊時には、本人、家族、スタッフと共に目標設定し、評価、反省していく。

　　4わずかな兆候を見逃さず、病状変化時は早期対応をする。

　　5主治医に情報提供し、指示を仰ぐ。（療養環境調整等）

Ｅ－1看護判断がバラバラにならないよう、統一した対応、治療的な関わりを持つ。

　　2沈静、安定、再発の予防。

今後、どの程度の状態変化で環境調整する必要があるか等、本人も含めて

具体的に設定し、定期的に振り返りしていただきましょう。また、

スタッフ側も統一した対応をしていきましょう。

＜Ｄｒ安ヶ平ケース検討＞

・船場　幸子様～青山荘入所検討の方向で主治医より許可いただいています。本人の問題点として、不調時に言語化出来ないということが挙げられていますが、不調（不安）を感じた場合はスタッフへ申し出るよう伝えると共に、その原因について振り返りが出来るよう援助しましょう。

　　　　　　　9月26日（水）14:00～青山荘見学となります。（ＳＷ・御家族同伴）

　　　　　　　御家族の来院が遅れた場合は、病棟スタッフが青山荘まで誘導する

　　　　　　　ようお願いします。

・滝田　英人様～睡眠は現在のところ徐々に確保出来てきています。本人に対し、睡眠が取れていることを評価していますが、特に否定する事はありません。生活リズムを整えることへの認識依然として乏しいため、日中の活動状況の様子を例に挙げながら、認識を深められるよう関わっていきましょう。

・津嶋　イチ子様～本日、昼食後薬服用後に服薬チェック表のチェック忘れあり声掛けしています。9/19より眠剤変更となっていますので、引き続き夜間の睡眠状況、日中のプログラム参加状況等、観察・確認していきましょう。

＜猪股Dr診察状況＞

・蛯名　勝幸様～同室者のいびきがうるさかったが、和室コーナーで休む事で

　　　　　　　　対応したと話しています。同室の患者様についての不満を

　　　　　　　　述べる事はなかったとの事です。個室での経過が長かった為

環境への適応に時間を要すると思われます。

　　　　　　　　睡眠状況の観察・確認しながら睡眠を確保する為の

自己対処について評価していきましょう。

・井上　和美様～眼精疲労にて、サンコバ点眼液1本処方となっています。

　　　　　　　　日課の取り組み状況を確認しながら、眼精疲労について

　　　　　　　　観察・確認していきましょう。

・沢田　三朗様～9月22日（土）9:00～11:30単独にて買い物外出の希望あり、

　　　　　　　　担当医より許可が下りています。外出後の疲労感と体調の変化

　　　　　　　　について観察・確認していきましょう。

＜佐藤　昌宏様13：30より退院療養検討会議を実施しています。＞










